
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
一
項
中
「
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
五
項
、第
六
項
、

第
八
項
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
の
成
績
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
」
を
「
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
に
関
す
る
調
査
と
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
後
段
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
三

と
し
、
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
件
付
承
認
）

第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二

第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
の
申
請
者
が
製
造
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
物
が
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
で
あ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、

同
条
第
二
項
（
第
三
号
イ
及
び
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
十
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
薬
事
審
議
会

の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
調
査
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
調
査
の
実
施
を
条
件
と
す
る
ほ
か
、
適
正
な
使
用
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置

の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
条
件
を
付
し
て
そ
の
品
目
に
係
る
同
条
の
承
認
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

申
請
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
が
希
少
疾
病
用
医
療
機
器
若
し
く
は
希
少
疾
病
用
医
薬

品
、
先
駆
的
医
療
機
器
若
し
く
は
先
駆
的
医
薬
品
又
は
特
定
用
途
医
療
機
器
若
し
く
は
特
定
用
途
医
薬
品
そ
の

他
の
医
療
上
特
に
そ
の
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

申
請
に
係
る
効
果
又
は
性
能
を
有
す
る
と
合
理
的
に
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

医
療
機
器
に
あ
つ
て
は
、
申
請
に
係
る
効
果
又
は
性
能
に
比
し
て
著
し
く
有
害
な
作
用
を
有
す
る
こ
と
に
よ

り
医
療
機
器
と
し
て
使
用
価
値
が
な
い
と
合
理
的
に
予
測
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
た
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
と
さ
れ
た
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
作
成
し
た
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
資
料
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
、当
該
承
認
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
機
器
又
は

体
外
診
断
用
医
薬
品
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
資

料
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
収
集
さ
れ
、
か
つ
、作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
前
段
に
規
定
す
る
資
料
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
資
料
及
び
同
項
前
段
に
規

定
す
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
調
査
（
同
項
前
段
に
規
定

す
る
承
認
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
が
同
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
機
器
又
は

体
外
診
断
用
医
薬
品
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
調
査
及
び
当
該
資
料
が
同
項
後
段
の
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
書
面
に
よ
る
調
査
又
は
実
地
の
調
査
）
を
行
う
際
に
得
ら
れ
て
い
る
知
見
に
基
づ
き
、
当
該
調
査
を
行

い
、
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
二
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
も
の

と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
付
し
た
条
件
を
変
更
し
、
又
は
当
該
条
件
を
付
し
た
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
を
受
け
た

者
に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
適
正
な
使
用
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
再
度
の
実
施
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
二
項
後
段
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
た
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の

承
認
を
受
け
た
者
若
し
く
は
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
収
集
若
し
く
は
作
成
の
委
託
を
受
け
た
者
（
こ

れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
役
員
）
又
は
こ
れ
ら
の
職
員
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
当
該
資
料
の
収

集
又
は
作
成
に
関
し
そ
の
職
務
上
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
に

つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
た
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
を
受
け
た
者
が
同
条
第
十
三
項
の
承
認

の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三

号
イ
中
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
合
理
的
に
予
測
で
き
る
も
の
で
な
い
」
と
、
同
号
ロ
中
「
認
め
ら
れ

る
」
と
あ
る
の
は
「
合
理
的
に
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項
中
「
同
条
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
五
項
、
第

六
項
及
び
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
七
項
若
し
く

は
第
十
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の

下
に
「
若
し
く
は
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十

六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
四
項
」
に
改
め
、「
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
五
項
、
第
六
項
、
第

八
項
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二

の
六
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
三
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
成
績
に
関
す
る
資
料
そ
の
他
」
を
「
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す

る
資
料
と
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
使
用
の
成
績
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
」
を
「
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
に
関
す
る
調
査
と
し
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
十
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
七
項
」
を「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
六
項
中
「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、同
条
第
八
項
中「
同

条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
十
四
第
十
項
た
だ
し
書
中
「
そ
の
製
造
の
管
理
に
つ
い
て
薬
剤
師
を
必
要
と
し
な
い
体
外
診

断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
」
を
「
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
所
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
当
該
製
造
所
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
製
造
の
管
理
に
つ
い
て
薬
剤
師
を
必
要
と
し
な
い
体
外
診
断
用
医
薬
品
を
製
造
す
る
場
合

二

薬
剤
師
を
置
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
中
「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
三
条

の
二
の
五
第
十
五
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
十
七
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に

改
め
、「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
第
一
項
中
「
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
五
項
、
第
六
項
、

第
八
項
及
び
第
十
二
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
三
第
二
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
五
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
四
項
及
び
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

調
査
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
登
録
認
証

機
関
に
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

10

厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
前
項
の
立
会
い
及
び
助
言
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
二
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
立
会
い
及
び
助
言
を
行

わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定

め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
四
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
承
継
）

第
二
十
三
条
の
八
の
二

登
録
認
証
機
関
が
そ
の
登
録
に
係
る
事
業
の
全
部
を
譲
渡
し
、
又
は
登
録
認
証
機
関
に
つ

い
て
相
続
、
合
併
若
し
く
は
分
割
（
当
該
登
録
に
係
る
事
業
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）が
あ
つ
た
と

き
は
、
そ
の
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
た
者
又
は
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全

員
の
同
意
に
よ
り
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
を
選
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
）、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し

く
は
合
併
に
よ
り
設
立
し
た
法
人
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
そ
の
事
業
の
全
部
を
承
継
し
た
法
人
は
、
そ
の
登
録
認

証
機
関
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
認
証
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添

え
て
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
の
十
七
第
一
項
中
「
第
九
十
一
条
」
を
「
第
九
十
一
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。
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